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岡
山
県
遺
族
連
盟

　
創
立
六
十
五
周
年
を
迎
え
て

　

二
月
に
入
り
、
い
よ
い
よ

会
計
年
度
で
い
う
と
こ
ろ
の

新
年
度
が
間
近
に
な
っ
た
。

岡
山
県
遺
族
連
盟
に
お
い
て

も
新
年
度
の
事
業
計
画
や
予

算
を
策
定
す
る
季
節
と
な

り
、
ま
た
公
益
法
人
制
度
改

革
に
伴
う
新
し
い
法
人
へ
の

移
行
作
業
な
ど
難
し
い
課
題

が
控
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
昨
年
の
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
戦
没
者
遺
族

の
心
の
拠
所
で
あ
り
、
遺
族

運
動
の
拠
点
で
あ
っ
た
九
段

会
館
の
廃
業
と
い
う
事
態
と

な
り
、
苦
汁
の
選
択
で
あ
る

が
日
本
遺
族
会
で
は
職
員
の

解
雇
を
断
行
し
、
新
年
度
に

お
い
て
は
事
業
及
び
予
算
の

大
幅
な
見
直
し
を
行
わ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

更
に
、
大
震
災
に
よ
り
被
災

し
た
東
北
地
方
で
は
遺
族
会

自
体
が
無
く
な
っ
て
い
る
所

も
あ
る
と
聞
く
。
戦
後
六
十

七
年
が
経
過
し
、
会
員
の
高

齢
化
に
よ
り
弱
体
化
が
進
む

全
国
各
支
部
遺
族
会
は
今
、

最
大
の
試
練
を
迎
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
英
霊
の
慰
霊
顕

彰
、
そ
し
て
遺
族
の
処
遇
改

善
運
動
は
や
め
る
訳
に
は
い

か
な
い
。
特
に
遺
族
運
動
の

中
心
で
あ
る
靖
國
神
社
問
題

の
解
決
は
、
こ
れ
か
ら
の
国

の
在
り
方
、
そ
し
て
矜
持
が

問
わ
れ
る
我
が
国
の
最
重
要

の
課
題
で
も
あ
る
。

　

国
に
準
じ
た
戦
没
者
の
慰

霊
顕
彰
は
国
家
が
存
立
す
る

た
め
の
大
前
提
で
あ
り
、
そ

れ
は
国
の
安
全
保
障
、
防
衛

問
題
と
直
結
す
る
事
柄
で
あ

る
。
民
主
党
政
権
は
鳩
山
、

菅
政
権
に
続
い
て
野
田
政
権

に
変
わ
っ
た
が
、
国
を
守
る

気
概
・
知
識
も
な
い
防
衛
大

臣
や
外
務
大
臣
、
夫
婦
別
姓

論
者
の
厚
生
労
働
大
臣
、
そ

の
人
達
を
任
命
し
た
野
田
総

理
な
ど
、
い
っ
た
い
民
主
党

政
権
は
日
本
と
い
う
国
を
潰

す
つ
も
り
で
い
る
の
か
と
も

思
い
た
く
も
な
る
。

　

自
分
の
国
の
歴
史
に
誇
り

を
持
て
な
い
、
国
に
命
を
捧

げ
た
ご
英
霊
を
お
祀
り
す
る

靖
國
神
社
に
他
国
に
配
慮
し

て
参
拝
し
な
い
、
そ
う
い
う

人
は
政
治
家
に
な
る
べ
き
で

は
な
い
。
命
を
賭
し
て
で
も

国
を
守
る
気
持
ち
が
為
政
者

に
あ
っ
た
の
な
ら
、
と
っ
く

の
昔
に
靖
國
問
題
は
解
決
し

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
前
述

の
様
に
英
霊
顕
彰
は
国
家
存

立
の
大
前
提
で
あ
り
、
そ
れ

が
出
来
な
い
政
治
家
は
他
国

か
ら
信
用
さ
れ
る
は
ず
も
な

く
、
今
の
民
主
党
政
権
を
見

れ
ば
判
る
と
お
り
諸
外
国
か

ら
馬
鹿
に
さ
れ
る
だ
け
で
あ

る
。
国
民
の
信
頼
を
失
い
、

民
主
党
に
政
権
を
渡
し
た
自

民
党
に
も
大
き
な
責
任
が
あ

る
が
、
甘
い
政
権
公
約
に
躍

ら
さ
れ
た
国
民
も
多
い
に
反

省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

解
散
・
総
選
挙
は
何
時
に
な

る
か
分
か
ら
な
い
が
、
何
れ

に
し
て
も
私
た
ち
は
国
家
意

識
の
な
い
人
に
国
の
舵
取
り

は
任
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
ず
、
次
の
選
挙
に

臨
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

新
年
早
々
、
自
民
党
は
定

期
党
大
会
を
開
催
し
平
成
二

十
四
年
運
動
方
針
を
決
定
し

ま
し
た
。
今
年
を
政
治
決
戦

の
年
と
位
置
付
け
、
更
に
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約

が
発
効
し
た
四
月
二
十
八
日

に
向
け
て
憲
法
改
正
案
を
策

定
し
、
国
会
提
出
を
目
指
す

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

遺
族
会
の
悲
願
で
あ
る
靖
國

問
題
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の

運
動
方
針
と
同
様
に
「
靖
國

試
練
を
乗
り
越
え
て

　

日
本
の
心
の
復
活
に
全
力
を

神
社
参
拝
を
受
け
継
ぐ
」
と

い
う
簡
単
な
も
の
で
あ
り
、

そ
の
熱
意
は
私
た
ち
に
伝
わ

っ
て
は
来
ま
せ
ん
。

　

憲
法
改
正
は
靖
國
問
題
の

解
決
に
当
然
係
わ
っ
て
い
る

が
、
大
震
災
に
お
い
て
被
災

地
の
人
々
が
示
し
た
礼
節
あ

る
態
度
に
我
が
国
の
将
来
に

一
筋
の
光
を
見
い
だ
し
た
様

に
、
日
本
の
政
治
、
そ
し
て

自
民
党
が
国
民
か
ら
信
頼
を

取
り
戻
す
第
一
歩
は
、
政
党

と
し
て
、
先
ず
国
を
代
表
す

る
総
理
が
ご
英
霊
が
鎮
ま
る

靖
國
神
社
に
参
拝
し
感
謝
の

誠
を
捧
げ
る
こ
と
を
、
正
々

堂
々
と
運
動
方
針
に
掲
げ
、

戦
後
民
主
主
義
、
戦
後
政
治

と
の
決
別
を
表
明
し
実
行
す

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

憲
法
の
政
教
分
離
に
反
す

る
、
更
に
所
謂
Ａ
級
戦
犯
が

祀
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
、
何

の
か
ん
の
と
理
屈
を
つ
け
て

靖
國
参
拝
に
反
対
す
る
人
た

ち
が
い
る
が
、
反
対
の
た
め

の
後
付
け
の
理
屈
で
あ
る
。

戦
没
者
の
慰
霊
顕
彰
は
憲
法

以
前
の
国
の
根
幹
に
類
す
る

事
柄
で
あ
り
、
憲
法
に
抵
触

す
る
な
ら
憲
法
が
悪
い
、
変

え
れ
ば
済
む
こ
と
。
憲
法
は

国
民
の
た
め
の
も
の
、
ご
英

霊
も
日
本
の
国
民
で
あ
り
ま

す
。
国
民
が
憲
法
の
た
め
に

あ
る
の
で
は
決
し
て
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
憲
法
改
正
が
今

日
ま
で
遅
々
と
進
ま
な
か
っ

た
こ
と
は
為
政
者
の
怠
慢
以

外
、何
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
日
本
人
で
あ
る

な
ら
ば
、
あ
く
ま
で
戦
争
責

任
者
と
呼
ば
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
所
謂
Ａ
級
戦
犯

が
祀
ら
れ
て
い
る
か
ら
戦
争

賛
美
に
な
る
と
い
う
声
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
死
を
も

っ
て
責
任
を
と
っ
た
こ
の
戦

争
責
任
者
を
靖
國
神
社
か
ら

外
す
と
な
れ
ば
、
死
ん
で
も

尚
、
死
者
に
鞭
打
つ
と
い
う

こ
と
。
こ
れ
こ
そ
六
十
七
年

前
の
敗
戦
に
続
く
我
が
国
の

第
二
の
敗
戦
を
意
味
す
る
こ

と
を
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
彼
の
国
で
は
当

た
り
前
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
伝
統
あ
る
誇
り
あ
る
日

本
人
の
す
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
更
に
言
う
と
、
戦

争
当
時
の
こ
と
を
今
の
都

合
、
価
値
基
準
を
も
っ
て
批

判
す
る
こ
と
は
絶
対
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
岡
山
県
遺
族
連
盟

で
は
初
め
て
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
地
域
の
戦
跡
慰
霊
巡
拝

を
実
施
し
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
ラ
バ
ウ
ル
な
ど
を

巡
り
ま
し
た
。
日
本
か
ら
赤

道
を
超
え
て
約
六
千
㎞
、
成
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田
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
機
で
七
時

間
以
上
の
距
離
で
あ
り
ま

す
。
現
地
の
慰
霊
祭
で
何
時

も
思
う
こ
と
は
、
言
い
方
は

適
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

よ
く
も
こ
ん
な
遠
く
ま
で
出

掛
け
て
戦
争
を
し
た
も
ん
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
当
時
は

船
の
移
動
、
こ
れ
だ
け
で
も

兵
隊
さ
ん
た
ち
の
苦
労
が
偲

ば
れ
ま
す
。

　

現
地
で
行
う
慰
霊
祭
の
終

わ
り
に
「
ふ
る
さ
と
」
を
歌

い
ご
英
霊
を
お
慰
め
し
ま

す
。
し
か
し
、
三
番
の
歌
詞

「
志
を
果
た
し
て
、
い
つ
の

日
に
か
帰
ら
ん
」
の
と
こ
ろ

で
何
時
も
、
ふ
る
さ
と
遥
か

遠
い
、
こ
の
地
で
亡
く
な
ら

れ
た
兵
隊
さ
ん
た
ち
の
こ
と

が
偲
ば
れ
歌
う
こ
と
が
出
来

な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
兵
隊

さ
ん
た
ち
を
お
祀
り
す
る
靖

國
神
社
に
国
を
代
表
す
る
総

理
は
参
拝
し
な
い
と
い
う
。

今
は
声
な
き
兵
隊
さ
ん
と
遺

族
と
の
約
束
だ
っ
た
は
ず
で

す
。時
代
が
変
わ
ろ
う
と
も
、

ど
ん
な
事
情
が
あ
ろ
う
と

も
、
永
遠
に
破
っ
て
は
な
ら

な
い
約
束
で
す
。

　

今
に
生
か
さ
れ
て
い
る
国

民
、
特
に
為
政
者
が
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

「
国
の
た
め
・
家
族
の
た
め

に
戦
っ
て
日
本
を
護
っ
た
ご

英
霊
に
お
応
え
す
る
こ
と
。

経
済
的
繁
栄
以
上
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
日

本
を
誇
り
あ
る
立
派
な
国
に

す
る
こ
と
」
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
日
本
を
誇
り
あ
る
立
派

な
国
に
す
る
こ
と
の
第
一
歩

が
、
国
を
代
表
す
る
総
理
の

靖
國
神
社
参
拝
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
が
天
皇
陛
下
の
御
親

拝
へ
と
繋
が
り
ま
す
。

　

日
本
人
の
持
つ
矜
持
を
被

災
地
の
人
々
が
示
さ
れ
た
様

に
、
国
の
政
治
を
担
う
為
政

者
は
勿
論
の
こ
と
、
大
き
な

困
難
に
直
面
し
て
い
る
我
々

遺
族
会
も
、
ご
英
霊
の
無
私

の
精
神
と
覚
悟
を
も
っ
て
日

本
国
の
真
の
復
活
、
心
の
復

活
に
当
た
り
た
い
も
の
で
す
。

英霊顕彰・処遇改善
運動の経緯

１．英霊顕彰
⑴　全国戦没者追悼式の放映時間の延長 
①　５月７日、日本遺族会は「８月15日の全国戦没者追悼
式の放映時間の延長」について、NHK本部及びNHKの
各都道府県放送局に対する陳情運動を各都道府県遺族
会に要請した。
　　NHK本部及びNHKの各都道府県放送局に対する本県
からの要望書は「いさお新聞」1154号（６月号）に掲載
のとおり。
②　７月21日、日本遺族会の森田、増矢両副会長、畔上専
務理事、女性部副部長並びに女性部幹事はNHK本部に
赴き、「８月15日の全国戦没者追悼式の放映時間の延長
についての要望」を松本正之会長宛、提出した。

⑵　内閣総理大臣等の靖國神社参拝 
①　８月15日の「戦没者を追悼し平和を祈念する日」に、
菅直人内閣総理大臣（当時）をはじめ、菅内閣の閣僚の
靖國神社への参拝は行われなかった。
　　一方、自民党の谷垣禎一総裁、安倍晋三、森喜朗両元
総理らは同日、参拝を行った。
②　超党派国会議員で構成する「みんなで靖國神社に参拝
する国会議員の会（会長・古賀誠衆議院議員）」は、15
日午前11時に衆議院議員及び参議院議員124人（本人61
人、代理63人）がそろって参拝した。
　　参拝された衆・参議員の内訳は次のとおり。
党 　 　 　 派 本　人 代　理 計
自 　 民 　 党 39 56 95
民 　 主 　 党 13 ４ 17
たちあがれ日本 ３ ２ ５
国 民 新 党 ３ １ ４
無 所 属 ３ ０ ３
合 　 　 　 計 61 63 124

（平成22年は95名）
③　野田佳彦内閣総理大臣の誕生
　　菅直人総理（当時）は８月26日、退陣の条件としてい
た３法案の成立を受け、「本日をもって民主党代表を辞
任し、新代表が選出された後に総理大臣の職を辞する」
と辞任を表明。
　　８月29日、民主党代表選が行われた結果、後任の代表
には菅内閣で財務大臣を務めた野田佳彦氏が選出された。
　　８月30日午後、衆参両院本会議の首班指名選挙で、野
田佳彦民主党代表が第95代内閣総理大臣に選出された。
④　８月30日、野田総理は記者会見で、平成17年の民主党
国対委員長時代に提出した質問主意書で、Ａ級戦犯は

「戦争犯罪人にはあたらない」との考えを示し、韓国メデ
ィアなどが反発している問題について、「主意書は法的
立場の確認をした。私は政府の立場なので、出てきた答
弁書を踏まえた対応をしていきたい」と述べる。
⑤　９月14日、衆議院本会議で行われた所信表明演説に対
する各党代表質問で、在任中の靖國神社参拝について、
「国に殉じた方々に感謝や敬意を表するのは当然だが、
総合的に考慮すると首相や閣僚の公式参拝は差し控え
なければならない」と述べ、参拝しない考えを表明。
　　また、中国や韓国が求める所謂Ａ級戦犯の分祀に関し
ては、「一般論でいえば不当な内政干渉には断固とした
態度をとるべきだ」と強調しながらも、「宗教法人の靖
國神社がどのような祭神を祀るかは憲法の信教の自由
に関する事柄で、政府として見解を述べる立場にない」
と述べた。
⑥　靖國神社の秋季例大祭期間中の10月18日朝、超党派国
会議員で構成する「みんなで靖國神社に参拝する国会議
員の会（会長・古賀誠衆議院議員）」の衆・参国会議員
131人（本人68人、代理63人）がそろって参拝した。
　　また、麻生太郎元総理が10月18日に社頭参拝、同19
日、安倍晋三元総理が昇殿参拝を行った。しかし、大祭
期間中、総理・閣僚等の参拝はなかった。
　　参拝した衆・参国会議員の内訳は次のとおり。
党 　 　 　 派 本　人 代　理 計
自 民 党 50 56 106
民 主 党 ９ ３ 12
国 民 新 党 １ ２ ３
たちあがれ日本 ２ ２ ４
み ん な の 党 １ ０ １
諸 派・無 所 属 ５ ０ ５
合 　 　 　 計 68 63 131

（平成22年は128名）
⑦　12月12日、民主党の前原誠司政調会長は都内で講演
し、靖國神社に合祀されている所謂Ａ級戦犯について、
「政治が分祀を求めることはないが、自主的判断で措置
が取られることを望んでいる。そうなれば天皇陛下、首
相が参拝していただける環境が整う」と述べる。

⑶　国立の戦没者追悼施設新設構想 
①　８月12日、枝野幸男官房長官（当時）は記者会見で、
靖國神社に代わる無宗教の国立追悼施設の必要性につ
いて、「内閣と言うよりは広く国民的に、少なくとも国
会における議論が重要なテーマではないか」と述べる。
②　政府は平成24年度予算での施設設置に向けた調査費
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計上を見送った。

⑷　石原慎太郎東京都知事の靖國神社参拝 
　　石原都知事は８月15日、靖國神社への昇殿参拝を行っ
た。石原都知事の靖國神社参拝は、平成12年の都知事就
任以来、連続12回となった。

⑸　森田健作千葉県知事の靖國神社参拝 
　　森田千葉県知事は８月15日、靖國神社への昇殿参拝を
行った。平成21年の県知事就任以来、連続３回目となっ
た。 

⑹　韓国人遺族を含む「靖國神社合祀取り消し訴訟」の東
京地裁判決 
①　７月21日、東京地裁で戦没者の遺族９人と、英霊とし
て祀られていた生存男性の韓国人計10人が、靖國神社に
無断で合祀され精神的苦痛を受けたとして、靖國神社と
国に合祀の取り消しなどを求めた訴訟の判決があった。
　　高橋譲裁判長は「法的利益が侵害されたとは認められ
ない」などとして原告側の請求を棄却した。韓国人が靖
國神社に合祀取り消しを求めた訴訟の判決は初めて。原
告側は控訴する方針。
②　判決によると、靖國神社は昭和34年、国の戦没者情報
に基づき、日本軍の軍人・軍属だった生存男性を含む韓
国人11人を合祀。遺族らは「自国の習俗で故人を追悼す
る権利を侵害された」と主張していた。
③　高橋裁判長は「靖國神社への拒否感は理解し得ない訳
ではないが、法的救済は認められない」との判断を示し
たうえで、生存男性の合祀も「人格権が限度を超えて侵
害されたとはいえない」と述べる。

⑺　沖縄県「靖國神社合祀取り消し訴訟」の福岡高裁那覇
支部判決 
①　沖縄戦で戦死した肉親を靖國神社に無断で合祀した
のは違法だとして、沖縄在住の遺族５人が靖國神社と国
を相手に合祀取り消しと慰藉料（各10万円）を求めた訴
訟の控訴審判決が９月６日、福岡高裁那覇支部であった。
②　橋本良成裁判長は「法的利益が侵害されたとはいえな
い」として訴えを退け一審判決を支持、控訴を棄却した。
③　裁判では―
　ア�　国が靖國神社に戦没者情報を提供したことが共同
不法行為に該当するか。

　イ�　遺族らが権利や法的利益を受けたといえるか。
　ウ�　情報提供が政教分離の原則に反し、不法行為に該当
するかが争われた。

④　橋本裁判長は、情報提供について「神社が合祀を行う
ための付随的な事務である」とし、「国が神社の合祀行
為を主導的に推進、又は情報提供行為などが、神社への
合祀及び合祀継続行為の一部を構成しているとまでは
いうことができない」と一審判決を踏襲。
　　遺族らの権利、法的利益の侵害については「合祀によ
って戦没者の追悼などが妨げられ、神社の教義の信仰等
を強制されたものとはいえない」と断じた。
　　政教分離については「私人の信教の自由が直接侵害さ
れない限りは、私人との関係では国家賠償法上違法であ
ると評価されない」とし、「合祀によって権利や法的利
益が侵害されたとはいえない」とした。

⑻　大阪府「大阪霊爾簿等抹消訴訟」の最高裁判決 
①　11月30日、最高裁判所第２小法廷（古田佑紀裁判長）

で、「大阪霊爾簿等抹消訴訟」に関する判決が言い渡さ
れた。
②　本訴訟は、９人の戦没者遺族が彼らの同意を得ること
なく家族ないし親族が靖國神社に合祀され、それが継続
されていることによって、死者に対する彼らの「敬愛追
慕する人格権」が侵害されたとして、靖國神社と合祀に
協力した国を相手取り損害賠償を請求する一方、靖國神
社に対しては「霊爾簿」などから家族や親族の指名を抹
消することを求めて平成18年に提訴したもの。
③　一審の大阪地裁判決は、原告の霊璽簿等からの戦没者
氏名の削除請求を棄却する一方、国への慰藉料請求も退
けた。
④　二審の大阪高裁判決は、主文は地裁判決を踏襲し、原
告の主張を全て退けたにも拘わらず、国の行為は「靖國
神社の行う合祀という宗教行為そのものを援助、助長
し、影響を与える行為」であると認定、これを「政教分
離違反」と示唆する傍論を加えた。
⑤　最高裁は原告の請求を棄却した一、二審判決を支持し
上告を棄却。更に上告受理の申し立てについても、これ
を認めないとし、原告の完全敗訴となった。

２．処遇改善運動 
⑴　７月26日、日本遺族会の畔上専務理事は厚生労働省社
会・援護局、黒川援護企画課長（当時）、同29日、総務
省人事・恩給局、渡邉恩給企画課長を訪ね、平成24年度
政府予算の概算要求に本会の要望事項が反映されるよ
う陳情を行った。

⑵　９月30日、各省庁より財務省に概算要求が提出され
た。旧ソ連地域の慰霊事業等として２億6,300万円、平和
を祈念するための硫黄島特別対策事業として９億8,200
万円が要求された。

⑶　11月15日、自民党の予算・税制等に関する政策懇談会
が党本部で開催され、平成24年度の遺族会要望事項、概
算要求の完全実現がなされるよう陳情を行った。

⑷　12月６日、遺家族議員協議会総会が自民党本部で開催
され、平成24年度の本会要望事項、概算要求の完全実現
がなされるよう陳情を行った。

⑸　12月15日、午前11時から自由民主会館８階ホールにお
いて全国戦没者遺族代表約450名が参集して、第68回全
国戦没者遺族大会が開催された。
　　同大会には、自民党の谷垣禎一総裁、塩谷立総務会
長、茂木敏充政調会長、伊吹文明遺協会長をはじめ、自
民党所属国会議員149名（内代理63名）、厚生労働省社
会・援護局長、総務省大臣官房審議官らが来賓として出
席した。
　　大会終了後、各支部代表は自民党本部及び国会に赴
き、地元選出の自民党所属国会議員に対し、本会の要望
事項に対する協力の陳情を行った。

⑹　12月24日、平成24年度政府予算の原案を閣議決定した。
　　遺骨帰還事業として旧ソ連地域の慰霊事業等（身元特
定作業経費等を含む）として２億6,000万円、平和を祈念
するための硫黄島特別対策事業として９億8,200万円が
決まるなど、遺族会の要望事項は概ね認められた。
　　平成24年度政府予算に計上された遺族処遇改善項目
は「いさお新聞」1161号（１月号）に掲載のとおり。
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十
二
月
七
日
〜
八
日
の
日

程
で
、
日
本
遺
族
会
主
催
の

硫
黄
島
戦
跡
慰
霊
巡
拝
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

硫
黄
島
で
戦
死
し
た
叔
父

の
顔
は
写
真
で
し
か
知
り
ま

せ
ん
。
岡
山
の
工
業
学
校
を

卒
業
し
て
満
州
鉄
道
に
入

社
、
昭
和
十
九
年
四
月
に
現

地
召
集
と
な
り
、
八
月
に
硫

黄
島
へ
赴
い
て
お
り
ま
す
。

資
料
を
見
る
と
部
隊
は
戦
車

第
二
十
六
連
隊
と
あ
り
、
連

隊
長
は
西
竹
一
中
佐
と
記
し

て
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
七
年

の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
馬
術
で
、
金
メ
ダ
ル

に
輝
い
た
あ
の
西
中
尉
（
当

時
）
で
す
。

　

硫
黄
島
へ
渡
る
前
日
の
十

二
月
七
日
、
靖
國
会
館
で
結

団
式
に
臨
み
ま
し
た
。
今
回

の
慰
霊
巡
拝
に
は
岡
山
か
ら

は
二
名
が
参
加
し
ま
し
た

が
、
永
澤
団
長
以
下
五
十
五

名
の
参
加
者
は
三
班
に
編
成

さ
れ
、
埼
玉
県
の
入
間
基
地

近
く
の
ホ
テ
ル
に
一
泊
。
翌

八
日
の
朝
、
自
衛
隊
機
で
入

間
基
地
を
発
ち
ま
し
た
。

　

硫
黄
島
は
東
京
か
ら
南
へ

千
二
百
㎞
、
飛
行
機
で
二
時

間
四
十
分
の
距
離
。
正
に
絶

海
の
孤
島
で
す
。
滑
走
路
に

降
り
る
と
東
京
の
寒
さ
か
ら

一
転
、
熱
気
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　

到
着
後
、
直
ぐ
に
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
に
分
乗
、
約
十
分
で

合
同
追
悼
式
の
行
わ
れ
る
天

山
の
式
場
に
着
き
ま
し
た
。

栗
林
中
将
以
下
、
陸
海
軍
あ

わ
せ
て
二
万
一
千
余
名
の
内
、

二
十
年
二
月
中
旬
か
ら
約
一

カ
月
の
戦
い
で
実
に
二
万
余

名
が
戦
死
さ
れ
ま
し
た
。

唯
々
、
ご
英
霊
の
冥
福
を
お

祈
り
す
る
ば
か
り
で
す
…
。

　

追
悼
式
の
後
、
各
班
に
分

か
れ
て
島
内
の
慰
霊
巡
拝

へ
。
各
部
隊
の
拠
点
が
あ
っ

た
場
所
に
は
部
隊
名
が
記
さ

れ
た
道
標
（
石
柱
）
が
建
っ

て
お
り
、
叔
父
の
所
属
し
て

い
た
戦
車
第
二
十
六
連
隊
の

道
標
も
あ
り
ま
し
た
。

　

硫
黄
の
字
の
如
く
、
島
は

火
山
島
で
今
も
あ
ち
こ
ち
で

湯
気
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

井
戸
を
掘
っ
て
も
満
足
な
飲

み
水
が
出
ず
、
兵
隊
さ
ん
た

ち
は
大
変
な
苦
労
を
し
た
よ

う
で
す
。火
災
予
防
の
た
め
、

道
標
に
捧
げ
る
線
香
に
火
を

着
け
ら
れ
ず
少
し
残
念
で
し

た
が
、
叔
父
に
九
十
歳
前
後

の
兄
妹
四
人
が
今
も
元
気
な

こ
と
を
報
告
。
そ
し
て
、
故

郷
の
美
味
し
い
沢
山
の
水

と
、
庭
に
あ
る
古
い
柿
の
木

（
叔
父
が
子
供
の
頃
に
登
っ

た
で
あ
ろ
う
）
の
実
を
お
供

え
し
慰
め
ま
し
た
。

　

今
も
島
に
点
在
す
る
赤
錆

び
た
当
時
の
兵
器
を
横
目
で

見
な
が
ら
、
島
の
南
端
に
あ

る
摺
鉢
山
に
登
っ
た
。
今
は

車
で
行
け
ま
す
。
山
頂
か
ら

一
望
で
き
る
島
は
以
外
に
小

さ
く
、
米
軍
が
上
陸
し
た
砂

浜
に
静
か
に
波
が
寄
せ
て
い

ま
し
た
。

　

山
頂
に
は
米
国
の
記
念
碑

が
あ
り
、
戦
死
し
た
兵
士
の

認
識
票
が
数
多
く
掛
け
ら
れ

て
い
た
。
こ
こ
で
両
軍
合
わ

せ
て
三
万
余
名
が
死
闘
を
展

開
し
た
と
は
、
と
て
も
想
像

で
き
な
い
。
何
故
、
こ
の
よ

う
な
大
き
な
犠
牲
を
必
要
と

し
た
の
か
理
解
し
難
い
思
い

で
す
。
し
か
し
、
二
度
と
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
け

は
確
か
で
す
。

　

自
衛
隊
の
輸
送
機
で
の
渡

島
と
い
う
事
情
か
ら
滞
在
時

間
が
限
ら
れ
て
お
り
、
も
う

少
し
時
間
が
欲
し
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
通
常

で
は
出
来
な
い
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
き
、
各
関
係
者
の

皆
様
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

岡
山
市
西
大
寺
遺
族
連
合
会

会
長　

冨　

岡　

義　

雅

　

年
も
押
し
迫
っ
た
十
二
月

二
十
七
日
、
恒
例
の
護
國
神

社
境
内
年
末
清
掃
を
実
施
し

ま
し
た
。寒
い
朝
で
し
た
が
、

午
前
八
時
半
か
ら
二
時
間

程
、
境
内
に
建
立
さ
れ
て
い

る
各
慰
霊
碑
の
清
掃
も
併
せ

て
行
い
ま
し
た
。

　

森
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
時
期
の
境
内

は
大
変
な
量
の
落
葉
で
す

が
、皆
様
手
慣
れ
た
も
の
で
、

落
葉
が
詰
め
込
ま
れ
た
袋
が

見
る
見
る
積
み
上
げ
ら
れ
、

新
年
を
迎
え
る
準
備
が
で
き

ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
、
神
前
と
忠

霊
塔
に
そ
ろ
っ
て
参
拝
。
こ

の
一
年
の
御
加
護
に
感
謝

し
、
来
る
年
も
幸
多
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
遺
族
連
盟
事

務
所
の
ロ
ビ
ー
で
湯
茶
の
接

待
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新

年
会
の
案
内
な
ど
事
務
連
絡

を
行
い
解
散
い
た
し
ま
し
た
。

清掃に参加した西大寺の皆さん
（Ｈ23. 12. 27）

全戦没者追悼式に臨んだ２班の皆さんと
（硫黄島天山慰霊碑：Ｈ23. 12. 8）

叔父の所属した戦車第26連隊の道標にて
（右が水田さん：Ｈ23. 12. ８）
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遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
四
年
二
月
行
事
表

７
日　

北
方
領
土
返
還
要
求
県
民
大
会
（
岡
山
市
・
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
）

11
日　

紀
元
祭
・
奉
祝
行
事
（
県
護
國
神
社
）

16
日　

｢

岡
山
の
塔
」
慰
霊
奉
賛
会
理
事
会
（
県
連
盟
会
議
室
）

18
日　

近
常
寧
氏
の
藍
綬
褒
章
受
章
を
祝
う
会（
Ｈ
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
）

20
日　

井
原
市
遺
族
連
合
会
研
修
会
（
倉
敷
市
内
）

21
日　

県
連
盟
女
性
部
平
成
23
年
度
第
二
回
研
修
会

（
倉
敷
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ
）

26
日　

新
見
市
石
蟹
郷
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

28
日　

日
遺
理
事
会
・
評
議
員
会
（
靖
國
会
館
）

　
　
　

日
遺
政
理
事
会
・
総
会
（
靖
國
会
館
）

29
日　

日
遺
支
部
事
務
局
長
会
議
（
旧
九
段
会
館
）

　
　
　

日
遺
支
部
事
務
局
職
員
共
済
会
理
事
会
・
評
議
員
会
合
同
会
議

（
旧
九
段
会
館
）

平
成
二
十
四
年
三
月
行
事
表

２
日　

県
連
盟
正
副
会
長
会
議
（
県
連
盟
会
議
室
）

７
日　

瀬
戸
内
市
遺
族
連
合
会
女
性
部
長
会
議
（
長
船
町
内
）

12
日　

倉
敷
市
遺
族
連
合
協
議
会
靖
國
神
社
団
参
・
国
会
陳
情

（
東
京
方
面
）
二
泊

　
　
　

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
遺
族
会
研
修
会
（
倉
敷
市
内
）

16
日　

県
連
盟
正
副
会
長
・
常
任
理
事
合
同
会
議
（
県
連
盟
会
議
室
）

18
日　

岡
山
市
南
遺
族
連
合
会
総
会
（
藤
田
公
民
館
）

22
日　

岡
山
陸
軍
墓
地
春
季
彼
岸
祭
（
岡
山
市
津
高
・
岡
山
陸
軍
墓
地
）

25
日　

県
連
盟
理
事
会
・
評
議
員
会
（
県
連
盟
大
会
議
室
）

硫
黄
島
に
偲
ぶ

恒
例
の

護
國
神
社
境
内
清
掃


